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Abstract
　Two specimens of Argulus japonicus Theile, 1900 
were collected from a silver crucian carp Carassius sp. 
(Cypriniformes: Cyprinidae) in the middle reaches of 
the  Kurose River  a t  Misono-u (34°23′56″N, 
132°44′23″E) in Higashi-Hiroshima, Hiroshima 
Prefecture, western Honshu, Japan, on 10 May 2006. 
These specimens, comprising one female and one 
male, were found on the body surface of one of the 
seven silver crucian carp examined. Previously, a 
crustacean parasite was recorded as A. japonicus from 
farmed carp in Hiroshima Prefecture without any 
information on i ts  morphology, locali ty,  and 
attachment site. Thus, the present collection represents 
the first specimen-based record of A. japonicus from 
Hiroshima Prefecture. The specimens are briefly 
described: they are characterized by a single plumose 
seta on the posterior margin of the coxa of each of the 
first legs and 47–51 supporting rods in the marginal 
membranes of the first maxillae. These numbers differ 
from those ones (4–9 plumose setae and more than 60 
supporting rods) reported from a morphologically 
similar species, Argulus coregoni Thorell, 1864, which 
also occurs in Hiroshima Prefecture. 

はじめに
筆者は，広島県東広島市にある広島大学に勤

務した際，学生や大学院生とともに，大学近くを

流れる黒瀬川や同じ水系に属する支流や溜池で淡

水魚の寄生虫研究を行い，その成果を 2000 年代

後 半 か ら 公 表 し て き た． そ れ ら は， 単 生 類

（Maneepitaksanti and Nagasawa, 2012, 2013），吸虫

類（Nagasawa et al., 2013），カイアシ類（Nagasawa 

et al., 2007, 2014；Nagasawa and Obe, 2013；長澤・

佐藤，2019；長澤，2023）に関するものである．

ただ，公表できたのは成果の一部であり，それら

分類群に加えて，線虫類や鉤頭虫類など他の寄生

虫に関しても，多くの未公表資料が残っている．

こうした状況のなか，最近，黒瀬川産魚類か

ら得た寄生虫標本を整理した際，筆者が 2006 年

に ギ ン ブ ナ Carassius sp. か ら 採 集 し た チ ョ ウ

Argulus japonicus Thiele, 1900 の標本を見つけた．

チョウは，チョウ目チョウ科に位置するエラオ類

の 1 種である（長澤，2009）．筆者は，2009 年に

広島県を含む本州西部におけるエラオ類の採集結

果を報告した（長澤ほか，2009）．しかし，その

論文作成時にこの標本が見つからず，情報を含め

ることができなかった．

広島県では，村上（1972）が『広島県下に発

生した鯉病について』という小論のなかで，コイ

に寄生したチョウについて述べた．しかし，チョ

ウに同定した根拠，形態学的特徴，寄生部位，採

集場所等に関する記述がなく，その実態は不明で

あった［長澤・新田（2012）も参照］．また長澤

ほか（2009）は，広島県で採集されたエラオ類と

して，県西部を流れる太田川の支流，中津谷川産

ア マ ゴ Oncorhynchus masou ishikawae Jordan and 

McGregor, 1925 か ら 得 た チ ョ ウ モ ド キ Argulus 

coregoni Thorell, 1864 を報告した．日本の野生淡

淡水魚の寄生虫，チョウ：広島県で分布を確認
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水魚に寄生するエラオ類には 3 種（チョウ，チョ

ウ モ ド キ， モ ウ コ チ ョ ウ Argulus mongolianus 

Tokioka, 1939）が知られ（Nagasawa et al., 2022），

チョウとチョウモドキの外観は極めてよく似てい

る（時岡，1965）．このため，淡水魚から得たエ

ラオ類をチョウに同定する際には，チョウモドキ

との識別点を明確に示しておくことが重要であ

る．

このような背景から，本論文では，黒瀬川産

チョウの形態的特徴を記載して，本種が広島県に

確実に分布することを報告するとともに，チョウ

をチョウモドキと識別するために重要な形質であ

る第 1 胸肢底節後縁の羽状剛毛数と第 1 小顎吸盤

縁部の支条数について述べる．

材料と方法
2006 年 5 月 10 日，東広島市西条町御薗宇を流

れる黒瀬川中流域（34°23′56″N, 132°44′23″E）で，

ミミズを餌に用いてギンブナを釣獲した．これを

直ちに，同じ市内にある広島大学の研究室に生か

して運び，標準体長（BL, mm）を測定後，体表

や鰭，鰓における外部寄生虫を調べた．エラオ類

を発見した際には，精密ピンセットで慎重に採取

し，70% エタノール液で固定した．2023 年 6 月，

静岡市にある水族寄生虫研究室において，実体顕

微鏡（Olympus SZX10）と生物顕微鏡（Olympus 

BX51）を用いて，この標本を観察した．その際，

木製スライド法（Humes and Gooding, 1964；Benz 

and Otting, 1996）を用いて観察を行い，必要に応

じて標本をラクトフェノール液で透徹した．標本

は現在，茨城県つくば市にある国立科学博物館筑

波研究施設の甲殻類コレクションに収蔵されてい

る（NSMT-Cr 31498）．本論文で述べる魚類の和

名と学名は細谷（2015），チョウの形態用語は長澤・

谷口（2021）に従う．

結果と考察
寄生状況　釣獲したギンブナは 7 尾［105–180

（平均，141）mm BL］で，1 尾（135 mm BL）にチョ

ウの寄生が見られた．雌雄各 1 個体の 2 個体がギ

ンブナの体表に寄生していた． 

雌の形態（Fig. 1A, B；Fig. 2A）：全長（背甲前

端から腹部後端までの長さ）は 2.9 mm，背甲長（背

甲前端から側葉後端までの長さ）は 2.1 mm（全

長の 72.4%），体幅（背甲最大幅）は 2.0 mm（全

長の 70.0%）．体は扁平で，背甲はほぼ円形，前

側縁の湾入は浅い．背甲は後部から深く湾入して，

中央部から 1 対の側葉となり，その後端は円い．

背甲前方に 1 対の複眼，その後方に 1 個のノープ

リウス眼がある．背甲側葉は第 1 胸肢をほぼ覆い，

第 2–3 胸肢底節・基節をほぼ覆う．第 1 胸肢底節

後縁の羽状剛毛数は左右ともに各 1 本（Fig. 2A）．

背甲前部腹面に各 1 対の第 1 触角と第 2 触角があ

る．その後方に吸盤状の 1 対の第 1 小顎があり，

強固な 1 対の第 2 小顎が続く．左右の第 1 小顎の

ほぼ中間に円筒形の口管がある．第 1 小顎吸盤縁

Fig. 1. Argulus japonicus, female (A and B, 2.9 mm total length) and male (C and D, 2.4 mm total length), NSMT-Cr 31498, from the body 
surface of a silver crucian carp Carassius sp. (135 mm body length) in the middle-reaches of the Kurose River, Hiroshima Prefecture, 
Japan, on 10 May 2006. The ethanol-preserved specimens of A. japonicus were photographed on 25 June 2023. A and C, habitus, dorsal 
view; B and D, habitus, ventral view. Scale bars: A and B, 1 mm; C and D, 1 mm.
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部の支条数は 47 本と 48 本．背甲の各側葉には前

後 1 対の呼吸区域があるが，その輪郭は不明瞭．

胸部は 4 節で，各節に 1 対の胸肢を左右に有する．

腹部は左右の腹葉に分かれ，各腹葉は長卵形で後

端は円い．

雄の形態（Fig. 1C, D；Fig. 2B）： 全 長 は 2.4 

mm，背甲長は 1.7 mm（全長の 70.8%），体幅は 1.6 

mm（全長の 66.7%）．雌とほぼ同じ形態を示す．

第 1 胸肢底節後縁の羽状剛毛数は左右ともに各 1

本（Fig. 2B）．第 1 小顎吸盤縁部の支条数は 50 本

と 51 本．第 3 胸肢底節・基節後縁に膨隆部，第

4 胸肢基節前縁に杭状突起を有する．

体色　70% エタノール液中の体色はほぼ白色．

複眼は褐色，ノープリウス眼の色はほぼ消失（標

本は 2006 年 5 月 10 日にエタノール液で固定され，

2023 年 6 月 25 日に観察と写真撮影が行われた）．

備考　今回観察したエラオ類の標本は，上記

の形態的特徴を有し，わが国で報告されたチョウ

の形態（Tokioka, 1936；Yamaguti, 1937；Nagasawa, 

2021）にほぼ一致したため，この種に同定した．

チョウはチョウモドキと形態がよく似るもの

の（時岡，1965），第 1 胸肢底節後縁の羽状剛毛

数 で 両 者 を 明 確 に 識 別 で き る（ 長 澤・ 谷 口，

2021; Nagasawa et al., 2022）．採集した標本では，

雌雄 2 個体とも羽状剛毛数が 1 本（Fig. 2）で，

過去にチョウで報告された本数と同じであった

（Yamaguti, 1937；Nagasawa, 2021）．4 本以上を有

するチョウモドキ（4–7 本，Yamaguti, 1937；雌

で 5–9 本，雄で 4–8 本，Hoshina, 1950；雌で 6 本，

長澤・谷口，2021）と明確に識別できる．

また，採集標本における第 1 小顎吸盤縁部の

支条数は 47–51 本（雌で 47 本と 48 本，雄で 50

本と 51 本）で，チョウから報告された本数（約

50 本，Tokioka, 1936；40–50 本，Yamaguti, 1937；

50–52 本，Nagasawa, 2021）と一致した．概ね 60

本以上の支条を有するチョウモドキ（約 60 本，

Tokioka, 1936；60–70 本，Yamaguti, 1937； 雌 で

54–70 本，雄で 54–73 本，Hoshina, 1950；67 本と

72 本，長澤・谷口，2021）とは明らかに異なる．

なお，チョウの胸肢底節の剛毛に関して，時

岡（1965）は「第 1 ～ 3 遊泳脚の基節は後縁に 1

棘毛を有す．端節には棘毛なし」と記して，第

1–3 胸肢の底節後縁に 1 本の剛毛があると述べた

［その原文は，Tokioka (1936: 335) の「Protopodites 

of three anterior pairs of legs without setae except one 

on posterior margin of coxa」 で あ る ］． し か し，

Yamaguti (1937: fig. 7) と Nagasawa (2021: fig. 2A)

は，第 1 胸肢の底節のみに 1 本の剛毛を有する図

を示した．また，時岡（1965）は，第 2 胸肢底「節

の前腹縁基部に具えている 1 小棘」がチョウに認

められると記した［原文は Tokioka (1936: 335) の

「Coxa of second leg of male with（中略）spine near 

the base of anterior margin (fig. 2)」である］．しかし，

今回観察したチョウの標本では，そのような小棘

を確認することができなかった．このように

Tokioka (1936) とそれを踏襲した時岡（1965）に

よるチョウの形態に関する情報には，後年，再確

認できないものが含まれている．今後，当該部位

の詳細な観察が望まれる．

黒瀬川でチョウが寄生していたのはギンブナ

である．この魚種は，国内では北海道から沖縄県

まで広く分布し（細谷，2015），東京都（武田ほか，

2000） と 滋 賀 県（ 長 澤，2009；Nagasawa, 2011）

のギンブナにチョウが寄生した記録がある．

Fig. 2. Coxa (with a single plumose seta) and base of the first 
leg in female (A) and male (B) Argulus japonicus, NSMT-Cr 
31498, from a silver crucian carp Carassius sp. in the middle-
reaches of the Kurose River, Hiroshima Prefecture, Japan. 
Ventral view. Abbreviations: b, base; c, coxa; pl, plumose seta. 
Scale bars: A and B, 0.05 mm.
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